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第26回ワーキング
（2024.2.14）で議論

安全機能とは、原子炉の安全を確保する
ために必要な「止める」「冷やす」「閉
じ込める」などの機能を指すこと、重要
な安全機能に対しては、多重性又は多様
性及び独立性を持たせることよって、そ
の機能を確実に達成できるようにしてい
ることを確認。

新規制基準に基づき、重要度が高い安全
機能を有する機器などは多重性・多様性
及び独立性を確保するというが、具体的
にはどういうことか。

○原子炉施設における安全機能

○多重性・多様性・独立性

• 原子炉施設では、緊急時に
原子炉を「止める」、「冷
やす」、「閉じ込める」こ
とで安全を確保。

「止める」「冷やす」「閉じ込める」機能の例

閉じ込める機能
（圧力容器、格納容器等）

止める機能
（制御棒等）

原子炉格納容器

原子炉
圧力容器

制御棒

サプレッション・プール

残留熱除去系ポンプ

冷やす機能
（注水系統等）

多重性・多様性・独立性の概念

• この原子炉施設の安全を確
保するために必要な各種の
機能を「安全機能」という。

• 安全機能を有する設備には、
注水するためのポンプや水
源だけでなく、起動するた
めの操作回路などの制御設
備や、電源を供給する設備
も含まれる。

多重性
同一の機能を有する同一の性質（構造、動
作原理）の設備などが２つ以上あること
例：低圧注水系のA系とB系

多様性
同一の機能を有する異なる性質の

設備などが２つ以上あること
例：高圧で注水する設備（高圧注水
系）と減圧した上で低圧で注水する
設備（自動減圧系及び低圧注水系）

独立性
２つ以上の設備が想定される環境条
件等によって、共通の要因により同時
にその機能が損なわれないこと
例：同一の機能を有する設備同士を互
いに分離して配置するとともに、異な
る電源から電気を供給

• 「止める」「冷やす」「閉じ込める」ための重要な安全機能を有する設備は、
機能が完全に失われることを防ぐため、多重性又は多様性及び独立性を持た
せ、その機能が確実に達成できるよう設計

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

